
　生活の支援を行うことを目的に食費などの物価高騰に直
面する子育て世帯に対し、対象児童1人あたり5万円を支給
します。

支給対象者　下記のア～ウのいずれかに該当する方
ア　令和5年3月分の児童扶養手当の支給を受けている方
（支給済）

イ　公的年金などを受けていることにより、令和5年3月分
の児童扶養手当の支給を受けていない方

ウ　食費などの物価高騰の影響を受け、家計が急変し、直近
の収入が児童扶養手当の対象となる水準に下がった方

子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外）の申請について

福祉課　子育て支援係 72-5164

1.ひとり親世帯分について

支給対象者　下記のエ、オのいずれかに該当する方
エ　令和4年度子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世
帯以外）の支給対象者であった方（支給済）

オ　所得要件
（１）令和5年度住民税（均等割）が非課税の方
（２）食費などの物価高騰の影響を受けて、令和5年1月1日

以降の収入が急変し、令和5年度分の住民税均等割が非
課税である者と同様の事情にあると認められる方（家
計急変者）

※イ、ウ、オの方は令和6年2月29日までに申請が必要です

2.ひとり親世帯以外分について

①上記1、2給付金の併給はできません。 ②今年度いずれかの給付金の支給を受けた方は再度支給されません。注意事項

コミュニティバス・コミュニティタクシー、
デマンド型乗合タクシーの利用状況をお知らせします

72-5161政策企画課　企画係

コミュニティタクシー
（令和5年4月～9月の乗車数の集計）

金
水
水
木
金

種田線
高良線
狭間線
橋上線
小俣線

64人
90人
123人
32人
113人
422人

1.2人
1.7人
2.4人
0.6人
2.2人
1.6人

路線名 延乗車
人数

平均乗車人数
（片道1便あたり）

全路線　平均

国東町

安岐町

国見町

武蔵町

運行
区域

運行
曜日

月

火

水

木

金

月

月

火

火

水

水

木

木

熊毛・長瀬線

大熊毛・小熊毛線

鬼籠・櫛海線

櫛来線

向田・浜陽線

深江・寺山線

堅来線

赤松線

小原線

治郎丸線

上国崎線

山口線

油留木線

諸田線

志和利線

吉松線

丸小野線

松ヶ迫・小ヶ倉線

両子線

金

金

コミュニティバス
（令和5年4月～9月の乗車数の集計）

44人

35人

81人

0人

445人

341人

172人

409人

68人

55人

439人

16人

337人

204人

246人

354人

212人

165人

311人

3,934人

0.9人

0.7人

1.4人

0.0人

8.5人

6.6人

3.3人

7.6人

1.2人

1.1人

8.4人

0.2人

6.4人

3.9人

4.7人

6.8人

3.8人

3.1人

6.0人

3.8人

運行
区域

運行
曜日 路線名 延乗車

人数
平均乗車人数
（片道1便あたり）

全路線　合計・平均

国
見
町・国
東
町

武
蔵
町・安
岐
町

 　令和5年度上半期（4月～9月）の利用者数は、おでかけ号
とデマンド型乗合タクシーの合計で4,478人となり、昨年
同期に対し、549人の減少となりました。
　バスやタクシーは利用されることにより維持へと繋がり
ます。持続可能な公共交通の実現のため、皆さまの積極的な
ご利用をお願いします。

お得に使おう！路線バス
　国東観光バスでは、3,500円分の回数乗車券つづりを
3,000円で販売しています。この回数乗車券を購入された
方に、無料で差し上げている3,000円分の回数乗車券（青）
については、伊美と宇佐駅を結ぶ大交北部バスでも利用可
能です。国東観光バスの車内もしくは、国東バスターミナル
にて販売しています。詳細は政策企画課企画係までお問い
合わせください。

デマンド型乗合タクシー
（令和5年4月～9月の乗車数の集計）

水
木

小高島線
西方寺線

34人
88人

1.1人
2.3人

路線名 延乗車
人数

平均乗車人数
（片道1便あたり）

国見町

運行
区域

運行
曜日

※予約があった場合のみ運行しています。

国東市ハザードマップのウェブ版が
新しくなりました！　

72-5160総務課　防災係

　災害時に危険と思われる箇所や避難場所などを地図に
まとめたハザードマップのウェブ版が新しくなりました。
パソコンやスマートフォンで閲覧ができます。自宅周辺の
災害発生リスクの確認などにご活用ください。

　新しくなったポイント
•株式会社ゼンリンの住宅地図を活用しているので、見やすさアップ。
•印刷がより簡単に！避難経路を書き込むなどご活用いただけます。

　市では、原油価格および物価高騰により事業活動に影響を受けている市内中小企業などを支援するため、令和5年1月から
6月分の電気・ガス料金の一部を助成しています。詳細はお問い合わせください。

中小企業・小規模事業者電気・ガス料金
高騰対策助成金（まもなく受付終了）

活力創生課　商工労政係 72-5183

（下記要件にすべて該当）

•市内に事業所がある中小企業者または小規模事業者
•令和5年1月から6月において、市内事業所で使用した電気・
ガス料金の税込合計が33万円以上の事業者（ただし、住居
兼事業所の場合は使用した電気・ガス料金の合計に2/3
を乗じた額が33万円以上であること）
•農業、漁業、林業の業種でない
•物価高騰対策の助成を受けていない
•令和4年6月以前に創業し、今後も事業活動を行う意思の
ある事業者
•直近の申告を完了し、市税などを滞納していない事業者

対象事業者 11月30日（木）申 請 期 限

郵送または窓口（市役所本庁活力創生課）で
申請

申 請 方 法

市ホームページでダウンロードすることが
できます。また、活力創生課および各総合支
所で配布しています。

申 請 書 類

20万円（1事業者）給付金の上限額
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